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南米移民と日系社会
�日系人のアイデンティティーを中心に�

福 井 千 鶴
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�、はじめに

南米への本格的な集団移住は、明治 ��年������ペルーへ ���名の渡航が始まりで ���年

余を経過した。����年代後半には、ペルー、アルゼンチンはじめ南米各地で日本人移住 ���年

記念行事が行われた。このように移民の歴史は古く、明治、大正、昭和と今日の平成にわたってい

る。渡航の経緯、歴史的経過、現地での生活と移住環境、移住者のアイデンティティー、日本との

関係について、特に、第一次大戦、第二次大戦の前と後に分けた歴史的過程を考察する必要がある｡

また、����年代後半の日本社会におけるバブル期は、大量の海外日系人が「出稼ぎ」労働者とし

て日本を訪れるようになり、海外日系人の渡航と就労受け入れの合法化が整備されたことで、同化

による日本人の意識が薄れるなかで海外に永住する日系人のアイデンティティーに大きな影響を及

ぼした。

本稿では、邦人の南米への移住について歴史的な経緯を概括しながら、日系人のアイデンティティー

の変化ならびに海外移住者の最も多い沖縄県と海外移住者との連携の仕組みとアイデンティティー

ならびにアルゼンチンを中心としたと日系移民ついて考察する。

�、南米移民の歴史的経過

��� 南米移民の契機

����年�明治 ��年�日本とペルー国間の通商条約の改定により、当時の室田義文駐メキシコ

公使がペルー兼任公使に任命された。室田公使は国書奉呈のためペルーを訪問した折、日本人の移

民を同国へ移住させることについて調査研究し、詳細な報告書を政府へ提出したのが南米移民の動

機付けとなった。この報告書をもとに、当時移民を取り扱っていた森岡商会�森岡眞社長�が、田

中貞吉をペルーに派遣し、ペルー国内の農場主と日本人農業労働者の雇用について契約を取り付け､

農業労働者の渡航について政府の許可を得た。この契約と政府の認可により、����年 �月�明

治 ��年�邦人 ���人がペルーに渡航したことが、南米各地への移住の始まりである�	。

その後 �� 年経過した頃の南米移住者の国別の入植数は図表 �－�に示す通りで、当時 �
���

人以上の移住者が居住したのは、ブラジル ��
���人、ペルー��
���人、メキシコ �
���人、

アルゼンチン �
���人の �カ国である。なかでもブラジル�������が圧倒的に多く、次いで

ペルー�����の移住者が多かった。アルゼンチンは ����でメキシコに次いで �番目に多い国
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になっているが、ブラジル、ペルーに比べると極めて少ない。

図表�－� ����頃の南米移住状況

���アルゼンチン移民の初期

� 最初の移住者

最初にアルゼンチンに定住したのは ����年�明治 ��年�と考えられている。それは ����

年�昭和 ��年�移住 ���年祭が日系アルゼンチン人により開催されたことにより証明される。

この最初の渡航者は牧野金蔵という人で、メキシコからペルー、チリ－を経て入国したといわれて

いる���	。


 アルゼンチンと日本の関係

アルゼンチンと日本の正式な関係は、アメリカのワシントンで ����年 �月 �日�明治 ��年	

アルゼンチン�ガルシア�メロウ公使と日本の星公使との間で調印、日本語�スペイン語�英語の

�ヶ国語で作成された「修交通商航海条約」により始まった。����年�明治 �年�同条約の批

准手続きが完了し発効した。批准書の交換は同年 �月 ��日ワシントンにおいて行われた。アル

ゼンチンでは ����年 �月 �日法律第 ����号として議会で可決された�	。

両国における「移民法」の制定状況は、アルゼンチンでは日本より早く ����年�慶応 �年�

に「移民法｣���� �� ������������が採択されているが、日本では ���� 年�明治 � 年�移

民局の設置、����年�明治 ��年�移民保護法が公布された �	。

� ����年初期のアルゼンチン日系移住者の状況

修交条約締結当時の ����年�明治 ��年�頃は両国の関係は密接ではなく、����年末�明

治 ��年�で日本人は �人、���年�明治 ��年���人と少ない移住者数で、いずれもペルー

からアンデスを越えてきた人や、ブラジルから転地してきた移民の流れであった。����年�昭和

年���月 �日の国勢調査��によれば、在留邦人は ����人�男子 �����、女子 ������であ

国 名 移 住 者 数 � 人 � 分 布 率 � � �

ブラジル

ペルー

ウルグアイ

アルゼンチン

チリ－

パラグアイ

ボリビア

キューバ

パナマ

メキシコ
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出所�石川友紀監修『日系移民資料集第�期�南米編第��巻』日本図書センター、����

年、��頁より編集
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る。職業別の分布については図表 �－�に示す通りで、コーヒー店�玉場�旅館�料理店等のサー

ビス業が ���、農耕�畜産�園芸の職業が労働者も合わせると �����､、工業労働者 �����で､

この �分野が多い。同年の日本からの渡航者数は、���人�男子 ���、女子 ���で、これら渡

航者は移民会社の取り扱いによらず、自費渡航で、多くの人は既にアルゼンチンに在留している関

係者の呼寄移民の位置付けである。一方、アルゼンチンから日本への帰国者は �	人�男子 ��、

女子 ���で、�
�人の在留邦人が増加したことになっている��。

図表�－� ����年代初期のアルゼンチン在留邦人の職業別分布

� �
年代初期のアルゼンチン移民受け入れ環境

���年アルゼンチンで公布された憲法では外国人移民の受け入れを奨励する意味合いで、移住

者には寛大な権利と保障の原則を定めている。同憲法第 �条において、｢連邦政府は欧州からの

移民の流入を奨励し、土地の耕作産業の改善又は科学や文学を導入し、これを教えることを目的と

して来訪する外国人のアルゼンチンへの入国について、規制、制限あるいは課税を行ってはならな

い」と定めている。この結果として ��	�年に移民法が制定された。この移民受け入れの背景に

は、�	世紀のコロンブスの南米大陸発見よりスペイン、ポルトガルによる植民地政策が始まり、

多くの欧州人が南米に移住した。��世紀に国家の形成が整うと、荒地のままになっている広大な

土地を開墾するために、外国移住者の定住を、国として優先目標の一つにおいた��。また、�	世

紀以降の欧州との関係から欧州移民の受け入れを主眼としたと考えられる。このように、欧州移民

を歓迎する条文となっているが、日本からの移民を否定するものではなく、外国からの移住者には

寛大な国といえる。日系移民資料集によれば、『特に欧州移民を歓迎するとあるが、アジア移民と

いえども虐待している訳ではない。故に、日本のやり方一つで、同胞発展地として今後大いに望み

がある｡』��と記されこれを裏付けている。

職 業
����年 �昭和�年 �

��月�日国勢調査
分 布 率 � � �

農耕�畜産�園芸

同上労働者

工業労働者

貿易商

銀行�会社�商店員

物品販売業

コーヒー店�玉場�旅館�料理店

染色�洗張�洗濯業

自動車運転手

家庭奉公

その他
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出所�石川友紀監修『日系移民資料集第	期�南米編第	�巻』日本図書センター、����

年、�頁より編集�注�����年数値�

注��原資料の合計数より算出
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����年締結された日亜間の条約には、移住問題について特に条項は定められていなかったが、

第�条、第�条、第�条、第 ��条には､『日亜両国民又は市民に対して、｢欧米諸国の国民または

市民に対して与えているか、または今後与えることのあるもの」と同一の条件で、あるいは同一の

ものを与える諸権利を規定している』���と記述されていて、日本人の移民に対しても欧州人と差別

待遇されることなく同等に扱われることになっている。

第�条、第�条は、通商�航海の自由に関する条項で、他の外国人と対等の権利の下に相手国に

入国し、在留し、居住し営業を行う自由を保障している。アルゼンチンの法制度の慣行によれば、

何等の規制もないことを意味するものである。第�条では、輸出入貿易に関する保障条項、第 ��

条は、一方の締約国の市民の身体および財産に対し、他方の締約国において、｢当該国の国民また

は市民に対し与えるのと同一の広範にして完全な保護」を与えることを定めている ���。この移住

環境は、第二次世界大戦以前までは全期間を通じてほぼ同じような状況で推移した。

� 移民の形態

アルゼンチンへの移民は、自己の責任で移民する自由移民に属することは、前述したとおりであ

る。移民の形態については、この自由移民と契約移民の �種類がある ���。

�� 自由移民�年月に関係なく、全く渡航者の自由意志による移民で、アルゼンチンの場

合この形態に属する。

	� 契約移民�定められた年月の間労働契約を結び渡航する移民で、ペルーやブラジルへ

の移民がこれに属する。

このように、移民形態から推察するに当時の移民環境においては、契約移民の形態で移民の往来

を促進したペルーやブラジルの縛られた移民環境に比べ、アルゼンチンは比較的自由な形式であっ

たといえる。しかし、自由であるということは自己責任において全てが進められる事を意味し、失

敗等の苦境に立たされたときの保障が得られない欠点があるが、成功した場合には大きな成果を手

にすることが叶う利点がある。

	 アルゼンチンの人種構成

アルゼンチンは前述したように、外国人の受け入れに肝要な国である。このような背景から、欧

州各国から流入する移住者が多く、人種構成は多面的である。���
年当時の国別の人種構成を図

表�－�に示す。アルゼンチン人 ���
に対して外国人が ���
で、そのうちイタリ－人 ����


、スペイン人 ����
と ����
を占め圧倒的に多い。ブラジル、ペルーなど他の国では黒人の

移住者がいるが、アルゼンチンでは殆んど無く、欧州からの白人移住者が圧倒的に多く、白人の国

ともいわれている。その後も欧州人の流入は続き、スペイン人、イタリ－人ポーランド人の流入が

約 �分の �を占めている。また、���
年当時と比べポーランド、ユーゴスラビアなど東欧圏か

らの流入者が拡大している。このように白人の流入傾向は変わらず白人社会が続いている。日本人
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の流入者は欧州人に比べきわめて少なく ����に過ぎない。�������年頃の国別の流入状況を

図表�－�に示す。

図表�－� ����年�大正�年�アルゼンチン人種構成

図表�－� �������年�昭和���年�アルゼンチン流入人種構成

�、邦人移住者の動向

���､ 都道府県別移住者の動向

移住者の都道府県別の戦前、戦後の移住状況を図表�－�および図表�－�に示す。移住が始まっ

た ����年�明治 ��年�から ����年�昭和 �	年�の戦前の約 ��年間における移住者数は

		万人に上り、その内移住上位 ��県で約 
	万人あり全国移住者数の約 �
�を占めている。ま

国 名 在 留 人 数 � 万 人 � 構 成 比 率 � � �

アルゼンチン人

イタリ－人

スペイン人

ロシア人

フランス人

ウルグアイ人

トルコ人

オーストリー人

ドイツ人

イギリス人

ポルトガル人

日本人
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出所�石川友紀監修『日系移民資料集第�期�南米編第��巻』日本図書センター、����

年、���頁、より編集

国 名 入 国 者 数 入 国 者 数
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ポーランド

ユーゴスラビア

ドイツ

チェコスロバキア

ポルトガル
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ロシア
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その他
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出所�石川友紀監修『日系移民資料集第�期�南米編第��巻』日本図書センター、����
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た、戦後においては全移住者数約 �万 �千人、同様上位 ��県で �万 �千人で約 ���を占めて

いる。戦前で移住者の多い県は広島県 �万 �千人の ��	
�、沖縄県 �万 �千人の ��	��、熊本

県 �万 
千人の ��	��、福岡県 �万 �千人の �	
�、山口県 �万 �千人の �	��である。戦後

の移住状況は、�����昭和 ��年������年�昭和 ��年�までは移住者の数も多く移住が盛

んであったが ����年を境に移住者の数が急激に減っている。さらに、����年�平成�に入り

移住者の数が激減している。これは、戦前および戦後の ����年までの積極的な移民政策の推進

によるところが大きく影響している。����年以降は、日本国内の経済成長が著しく進展すること

により労働の需要が旺盛で労働環境がよくなり移住者が減ったものといえる。

戦後の都道府県別移住者の分布率では、����年までは沖縄 ��	��、東京 
	
�、福岡、熊本

�	��、北海道 �	��であったが、����年以降では、��

年まで東京 ��	��、神奈川 ��	��､

沖縄 �	��、��

年以降ではさらに、東京 ��	��と神奈川 ��	��が拡大し、沖縄 �	��と減少

している。他府県では、さらに ����年以降急激に減少している。戦後の総移住者の分布率では

沖縄 �	��で一位、次いで東京 
	��、福岡 �	��、熊本と北海道が �	��で沖縄県出身者が一番

多い。

図表�－� 戦前における県別移住者数�上位��県�

都 道 府 県 名
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福 井 千 鶴

図表�－� 戦後における県別移住者数�上位��県�

���、戦後の南米への移住状況

第二次世界大戦後でデータのある ����年�昭和 ��年�からの南米移住者の国別状況を図表

�－� に示す。ブラジルへの移住が約 ���	�� 人���
���と極めて多く、次いでパラグアイ

�����人��
���、アルゼンチン ���	人��
���、ボリビア �����人��
	��、ドミニカ共

和国 ����人��
���となっている。これら上位 �カ国で ��
��を占めている。����年から

��年までの約 �年間の推移は図表�－�に示すごとく、����－��年の移住者が圧倒的に多く

����年から急激に減少している。この経過から、戦後移住が再開されて間もない時期の ����－

��年では南米移住全体の約 ���であったが、���	－��年では �	����人 ��
��と半数以上

を占め、戦後の移住ブームの時期であったと見なせる。

戦後のアルゼンチンへの移住者 ���	人の出身県を見ると、沖縄県出身者 ���人で ��
��を

占め他県に比べ圧倒的に多い。沖縄県からの戦後最初の移住は ����年で、����－��年の第二

次世界大戦の間は移住が途絶えていたが、戦後の両国間の国交が正常化されたことにより移住が再

開された。アルゼンチンへの移住が盛んに行われたのは ����年頃からで ����年まで比較的多

くの移住者が渡航したが、それ以後は経済情勢の変化により減少している�図表 �－�参照�。

都 道 府 県 名
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東京

福岡

北海道

熊本

長崎

高知
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山口
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新潟
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南米移民と日系社会

図表�－� 戦後における国別�年度別移住者人数

図表�－� 戦後の南米移住主要国移住者推移
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福 井 千 鶴

図表�－� 戦後における出身県別アルゼンチン移住者数�比較的多い県�

�、移住者の多い沖縄の特異性

�沖縄移民について

沖縄移民は、����年�明治 ��年�ハワイへの集団移住が本格的な移民の始まりであった。沖

縄移民は前章で述べたごとく、戦前戦後を通じて他府県に比べ移民の多い県で、移民が盛んに行わ

れた。沖縄から海外移住が多い要因については、次の諸点を挙げることができる ���。

�� 琉球王国時代は海上交易の拠点

沖縄県人と他府県人の大きな違いは、�����世紀の琉球王国という独立王国が存在した点

にある。この王国の流れを受け継ぐ沖縄県民は、民族的な独立心が強く海外への移住は比較的

受け入れ易かったといえる。また、琉球王国が栄え、東南アジア一帯の海上交易の拠点になっ

ていたことから、当時より海外との交易が盛んで海外への移動に馴染んでいた民族といえる。

�� 土地の集団共有�地割制�

琉球王国時代は地割制という土地を集団で共有するという制度があり、土地に縛られていた｡

後の、王国の崩壊と明治政府の政策により地割制がなくなり土地を売ったり、土地を担保にし

て移住の渡航費を手にすることができた。
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都道府県名
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南米移民と日系社会

�� 経済的な理由

沖縄の当時の暮らしは貧しく、経済的な理由で海外への移住を希望した。

�� 県の移民政策

沖縄県は経済の救済を期待して移民政策を強力に推進した。

�� 移民会社による移民の啓発

移民会社ができ、渡航先の斡旋紹介が容易になった。また、契約移民として期間限定の移民

が可能になった。

�� 個人的な理由

徴兵の回避

�� 過酷な自然

沖縄の過酷な自然からの脱出。例えば、南海の孤島、土地が狭い、天然資源が不足、自然災

害�多い台風の襲来�など。

これらの背景をみると、移民の背景にある要因は多面的で、沖縄県民の由来に起因する琉球王国

時代からの海外との容易な交易環境から育まれた潜在的な国際性豊かな県民性、土地制度の開放、

経済的理由�過酷な自然環境もこれに含まれる�などを主要因に挙げることができる。当時の経済

的な周辺情勢から移民斡旋会社の啓蒙斡旋により、戦前は、出稼ぎ中心の契約移民が主流であった

が、戦後は受け入れ国への移住が主流となった ���。

���､ 沖縄移民の現況

� 海外ウチナーンチュ

沖縄県民は、前章で述べたごとく、戦前 ������人、戦後 �����人が渡航している。その後、

移住先では、�世	�世と世代が進んで、沖縄県人の血が入っている、いわゆる海外のウチナーン

チュ�沖縄県人の呼称�と称せられる人口が 	
万人存在する�図表 	－�参照����。移住主要国

では、ブラジルが圧倒的に多く �����

人で約 �

を占め、次いでアメリカ ���	

人約 ��


、ペルー����

人 ��
、アルゼンチン 		��

人 ��
、ボリビア ��

人 �

となって

いる。沖縄県からの移住渡航者は、戦前戦後を通じて ��年までで �����人となっている。

この人数と比較すると、沖縄の血が通っている海外在住の人が約 �倍になり、�世から �世の世

代進化によるウチナーンチュの拡大が相当進んでいるものといえる。戦後の移住国別ランキングで

は、一位がブラジルで ���� 人、次いで、ボリビア 	�	�� 人、アルゼンチン �� 人、カナダ

	人、パラグアイ 	�人となっている�図表�－�参照�。
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福 井 千 鶴

図表�－� 世界のウチナーンチュ移住国

図表�－� 沖縄戦後の海外移住国別ランキング

� アルゼンチンへの移住

沖縄からアルゼンチンへの移民が戦後顕著な理由は、沖縄県内の出身地に大きな関係がある。出

身地別の戦前の移住者数の多い地区は、��中城、��勝連、��大里、��与那城、��名護の

順になっている。特に、与那城、勝連の移住者は殆んどアルゼンチンに移住している。この理由と

して、平安名出身の吉浜加那�����年笠戸丸第一回ブラジル移民で、翌年にアルゼンチンへ転住�

が盛んに呼寄せを行い、彼の出身地から多くの移住者を呼寄せたことに起因するといわれている ���｡

	 海外における沖縄コミュニティーの形成

海外へ移住した沖縄県民は、渡航先で相互扶助の「模合�もあい�｣�頼母子講たのもしこう�を

開設した。この「模合」は沖縄県で古くから活発に行われている資金調達を目的とした親睦会で、

この風習が海外へも伝わったものといえる。海外では、この親睦会や地域出身者の集まり会が次第

に結束を固め、地域コミュニティーの形成へと発展した。他府県の移住者と違い、沖縄県移住者は

強い連携を持ち、移住先の各地に沖縄県人会を結成し、コミュニティーの発展のために積極的な活

動を展開している。南米の沖縄県人会は、ブラジル�ブラジル沖縄県人会、カンポグランデ沖縄県

人会�、アルゼンチン�在亜沖縄県人連合会�、ボリビア�ボリビア沖縄県人会、オキナワ日ボ協会�､

ペルー、ベネズエラ、メキシコ、キューバに設立されている。その他アメリカには各州単位に多く

の県人会が設立されている �
�。他府県の移住者に較べ結束がかたいたいのは「模合制度」による
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相互扶助の精神が強く影響しているといえる。この相互扶助精神が強く存在することにより、海外

各地における沖縄県人会の結成を促進させている大きな要因といえる。

�、海外移住者のアイデンティティーの再認識

���移住者のアイデンティティーについて

海外へ移住した多くの者は、自分が何人かという疑問を往々にして抱く。特に、�世から �世

と世代が進むにつれこの問題意識は薄れるが、祖先の系図をたどる時必ずこの問題が表面化する。

アルゼンチン生まれの比嘉氏 ���は『近年「二世」や「三世」の間で、自らの「日本性」を見直そ

うとする動きが生まれてきた』と述べ、日本人移民のアイデンティティーに関係する問題として捉

えている。

一般的に移民一世は、自分は日本人であることを強く認識しており「自分が何人」であるか疑問

の余地を挟む必要はない。しかし、二世以降の子孫については、｢同化」の進展と「祖国日本」の

狭間でアイデンティティーが問題になる。特に、世代の進化が進むにつれ日本人の意識が薄れ、現

地人と変わらなくなる。海外へ移住した日本人移民のアイデンティティーについては、次の三つの

選択肢を上げることができる。

��日本人を意識する。即ち、祖国日本を意識する。

�� 移住先に同化して、現地人になりきる。

�� 同化しながらも日本人を意識する。

���出稼ぎ日系人とアイデンティティー

日本の経済が急激に成長した ���	年代後半のバブル期には、日本の社会で労働力の需要が逼

迫し、海外から多くの外国人が出稼ぎ労働者として日本へやってきた。一方 ���	年代はラテン

アメリカ諸国では経済成長が停滞し、多くの日本人移民の子孫�日系人と称する�が日本に働きに

きた。この時期労働力を補完するために、日本政府は日系人に対する労働ビザの発給を一般の外国

人出稼ぎ者と区別し、日系人の出稼ぎ来訪者を優遇した ���。この優遇措置は日系人の多い南米か

らの出稼ぎ者を増大させた。

日本人の容姿と変わらない日系人は、言葉の壁を除いて、働き先である日本の企業の中で比較的

同化することは容易であった。日本社会も彼らの受け入れには寛容であったといえる。しかし、移

住先に同化が進んだ日系人、特に、現地人と結婚した子供たちは、顔が現地人化し、日本人から見

ると全く外国人と見えるなど、日系人の間でも日本人としての意識には大きな格差が生じた。

この出稼ぎブームは、これまで現地に同化し、あるいは、同化しようと努力していた日系人にとっ

て、アイデンティティーを考えさせる大きな問題を提起させた。即ち、日本政府のビザ発給で日系

人の入国と労働ができるようにした配慮は、海外移住者の日本人意識と日系人であることの意識を
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改めて植え付けることになった。ここでアイデンティティーに関する問題として、今まで現地に同

化しようとして努力してきた多くの日系人は、日本を忘れようとしていた気運の中で、日本への出

稼ぎあるいは、この機会を利用して日本を訪問し祖父母の祖国日本を見たいという衝動に駆られる

ことになった。これは、日本人あるいは日本国に対する意識を覚醒させた点、また日系人として日

本国が受け入れるという点に対して、これまで現地に同化しようとした努力、即ち、現地人として

のアイデンティティー確立に腐心した日系人の心境に大きな影響を与えたといえる。この点につい

ては、今後、出稼ぎ者の意識調査を進め、日系人の日本人意識とアイデンティティーについてはさ

らに究明する必要がある。

���､ 沖縄移住者のアイデンティティーと再認識の事例

� ウチナーンチュの海外におけるアイデンティティー

沖縄県は、多くの移住者を排出し、��万人にも上るウチナーンチュ�沖縄人�を海外に存在さ

せている。他府県の移住者に比べ移住先での結束は固く、前述したごとく、海外の各地に多くの沖

縄県人会や沖縄連合会などの沖縄コミュニティー�沖縄団体�を設立し、多くの移住者は沖縄人の

意識を固く保持した。また、移住地において、沖縄そば、昆布�豚肉�豆腐を使った郷土料理や沖

縄風ドーナツのサーターアンダーギーなど、沖縄独特の食文化を継承している。また、娯楽芸能に

おいて、沖縄の三線�サンシン�と琉球舞踊など沖縄の伝統芸能が根付いている ���。これらは移

住先においても沖縄人としてのアイデンティティーを保持していることの証といえ、沖縄移住者の

特異性といえる。

� 海外ウチナーンチュからの戦後の沖縄復興救済活動

沖縄移民のアイデンティティーを示す顕著な事例として、海外各地の沖縄人が、戦後の沖縄救済

支援団体を設立し祖国沖縄復興に強力な支援を行ったことを挙げることができる。日米戦争の終了

後、即ち、沖縄の戦争終了後の困窮する経済状況を救済するために海外のウチナーンチュは海外各

地で経済救済団体を発足させ、祖国沖縄に対して経済支援を強力に行った。これらの活動は、

	
��年沖縄戦が終わると同時に、次に示すように、ハワイの沖縄救済更生会の結成を契機に、ア

メリカや南米などの海外各地で沖縄救済のための経済支援団体が結成され、経済的な支援が海外ウ

チナーンチュの手により行われた �	�。この支援活動は、まさに沖縄人のアイデンティティーを証

明する確固たる事例といえる。

	
��年�昭和 ��年� ハワイで沖縄衣類救済運動委員会が組織される

	
��年�昭和 �	年� ロスアンゼルスで在米沖縄救済連盟が組織される

	
�年�昭和 ��年� ハワイで沖縄救済更生会設立される

ブラジルで沖縄救済連盟結成される

	
��年�昭和 ��年� ハワイ沖縄救済会から豚 ���頭到着
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����年�昭和 ��年� ボリビアで沖縄戦災民救援会設立される

� 世界のウチナーンチュ大会

沖縄県は海外のウチナーンチュとの絆を深くし、海外の有益な人的財産を有機的に活用する目的

で、海外ウチナーンチュとのネットワークの構築を推進した。その一環として、海外のウチナーン

チュを祖国沖縄に呼び「世界のウチナーンチュ大会」を開催している。第一回が ����年�西銘

知事�、第二回が ����年�太田知事�、第 	回が ����年�現稲嶺知事�と 	回開催された。各

回とも �日程度の公式日程で、毎回 �
���人弱の海外ウチナーンチュが大挙して沖縄に集結した｡

第 	回の開催方針は、次の�項目が挙げられており、海外ウチナーンチュの若者に対してウチナー

ンチュのアイデンティティーを訴求している ���。

��海外と沖縄との持続的交流及び相互の発展に資する事業を企画�実施する。

��海外の若者に沖縄の歴史、文化、芸能に触れてもらう、ウチナーンチュ�アイデンティティー

の継承を図る。

��海外参加者と県民及び参加者相互の交流を深める機会とする。

	�九州�沖縄サミットで世界の注目を集めた「沖縄」を世界に一層アピールする。

��企業、団体等による大会実行委員会の名義を使用した協賛事業を促進する。

＜何語で会議を開くのか＞

沖縄県の海外移住者は南米はじめアメリカ、ヨーロッパの各国、東南アジア諸国と ��数カ国に

わたり世界に広く移住している。これら移住先の言語は異なり日本語を話せない�世から�世達も

含まれ、海外からのウチナーンチュが一堂に会した会議を何語で行うか大変興味深いところがある｡

移住先の人員構成から日本語、英語、スペイン語が使われた。しかし、お互いの意思疎通を深める

ためには、何語が一番適するのかが問題となる。南米移住先の中で、沖縄の方言であるウチナー口

の方が日本語より通じるところがある。また、南米では移住先では、沖縄の正確な方言が、祖国沖

縄県より残っているといわれるところもある。ここで指摘した言語問題は、アイデンティティーを

確立する大きな問題といえる。例えば、沖縄人の血の混じった移住者の場合、極端な例としてウチ

ナー口�沖縄方言を用いる�で統一するなどの手段を講じる必要があるのではないかと考える。会

議で使用する言語は、今後の開催に課題を残す問題といえ、沖縄の特異性を表す一つの要因でもあ

る。

＜ウチナーンチュ大会開催への契機＞

沖縄県は海外移住者の一番多い県であることから、常日頃から沖縄の報道関係者は海外で活躍す

るウチナーンチュに注目し、現地での活動状況や事業の成功事例、イベントなどを取材し、県民に

対して報道していた。沖縄の �大新聞の一社である琉球新報社は、海外で活躍する沖縄県人を現
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地取材や電話取材を行い連載記事として長期にわたり報道していた。この琉球新報の報道活動から､

琉球新報、当時の ���沖縄支社、沖縄テレビ、ラジオ沖縄の �社が集まり海外で活躍する沖縄

人に声援を送ることを目的として「世界のウチナーンチュに声援を送ろう」をキャッチフレーズに

した実行委員会が ����年結成され、多くの海外で活躍するウチナーンチュを取材し報道した。

当時、琉球新報は、海外で活躍するウチナーンチュを探し、電話取材し記事にするとともにインタ

ビューを取材時に録音した。ラジオ沖縄は、ここで収録されたインタビューをラジオで報道した。

���沖縄支社の役割は、電話インタビュー時の国際通信の提供であった。沖縄テレビは ���の

制作協力を得て「海外で活躍するウチナーンチュの取材番組」をスタートさせ、これを契機にこの

取材番組は ��年続いている。また、琉球放送�ラジオ放送部門�はハワイ �	

放送と電話で

結んだ「ハワイー沖縄を結ぶライブ同時二元放送」を ��年続けた。これらの活動の結果、海外の

ウチナーンチュと沖縄祖国を結ぶ絆が一時薄かったが、再び絆が回復し海外とのネットワーク化が

進んだ。この活動が、｢世界のウチナーンチュ大会」開催のきっかけの一つの要因になっているも

のといえる。

� おわりに

日本からの海外移住については、第二次世界大戦を境に前と後に分けて考える必要がある。戦争

の影響で、移住先の各地で排日運動が起こり、日本からの海外移住が戦争の期間途切れた。戦前�

戦後を通じて沖縄県からの移住者が一番多く、アルゼンチンへの移住者は、特に沖縄人が多いこと

がわかった。

また、南米各地において沖縄県人の移住者の割合は大きく、日系人社会のコミュニティーの多く

を占めている。特に、アルゼンチンにおいては沖縄出身者の占める割合が多い。海外におけるコミュ

ニティーの形成は、出身地別に分かれ、都道府県ごとに県人会が結成され活躍している。これらの

県人会では、沖縄の結束が特に強く、かつ、設立団体の数も一番多いといえる。即ち、沖縄移住者

は、移住先の各地で県人会や連合会などの沖縄コミュニティーを結成し、さらに、文化、芸能、沖

縄関連の事業活動などを積極的に推進している。

沖縄県人は、世界の各地でコミュニティーを形成し結束が固く、沖縄県人のアイデンティティー

が他府県の場合より強いといえる。さらに、沖縄県の海外移住者に対する「世界のウチナーンチュ

大会」のような政策的な取り組みは、他のどの都府県とも異なり積極的であるといえる。この背景

には沖縄県民の独得な問題がある。�南海の孤島、�琉球王国の人種で海の交易の拠点で昔から海

外移動に慣れていた、経済活動を海外に拡大するため、などを挙げることができる。

移住者の世界では、｢自分が何者であるか」問われることが多く、現地への同化の進展度により､

この何者であるかのアイデンティティーに悩む場合が多い。移住者の一世は、日本人意識が強く、

�世以降では世代が進むごとに弱くなっている。現地における同化の進展が深かく、日本人の意識
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を忘れかけた日系人達にとって、����年後半の出稼ぎブームによる日本への渡航は、日系人とし

て強く再認識することになった。

本稿の考察で、������年以降の海外移住者は激減している、��ブラジルへの移住が圧倒的

に多い、��契約移住と自由移住の存在、��沖縄からの移住者が最も多い、��アルゼンチン社

会では沖縄からの移住者が他府県の約 �倍と非常に多い、���世以降の世代では、世代が進む

ほど、一般的には自分は何人であるかのアイデンティティーに悩む、	�����年代後半のバブル

期の労働力補完として多数の日系人が出稼ぎにやってきたが、この出稼ぎは日本人であることを再

認識させ、アイデンティティーの思考に大きな変化を及ぼした、
�沖縄県の「世界のウチナーン

チュ大会」開催により、沖縄移住者は沖縄人のアイデンティティーの認識と祖国への思慕を強めた､

��沖縄県は「世界のウチナーンチュ大会」の開催で、他府県に見られない海外移住者との人的ネッ

トワークの構築とネットワークの応用を図っている、ことの検証ができた。

�ふくい ちず�高崎経済大学経済学部非常勤講師日本大学国際関係学部専任講師�

�	 石川友紀監修『日系移民資料集第 �期�南米編第 ��巻』日本図書センター、����年、
�－
�頁

�	 石川友紀監修『日系移民資料集第 �期�南米編第 ��巻』日本図書センター、����年、�
�頁

�	 ホセ���サンチス�ムニョス著『アルゼンチンと日本友好関係史』日本貿易振興会、����年、��－��頁

�	 同上書、��頁

�	 同上書、��頁

�	 当時の国勢調査のデータ記載は、�つあり、この�つの資料の間で数字が若干相違する。石川友紀監修『日

系移民資料集第�期�南米編第 ��巻』日本図書センター、����年、�
�－�
� 頁の記載データは次表の

通り。

����年代初期のアルゼンチン在留邦人の職業別分布�第��巻データ�

		 石川友紀監修『日系移民資料集第 �期�南米編第 ��巻』日本図書センター、����年、��－��頁


	 ホセ���サンチス�ムニョス著『アルゼンチンと日本友好関係史』日本貿易振興会、���� 年、��
－��

頁

�	 石川友紀監修『日系移民資料集第 �期�南米編第 ��巻』日本図書センター、����年、��頁

���ホセ���サンチス�ムニョス著『アルゼンチンと日本友好関係史』日本貿易振興会、����年、��頁

���同上書、��頁

農耕�畜産�園芸

同上労働者

工業労働者

貿易商

銀行�会社�商店員

物品販売業

コーヒー店�玉場�旅館�料理店

染色�洗張�洗濯業

自動車運転手

家庭奉公

その他

職 業 � �� �年�昭和�年�

���人

���人

���人余

－

�������人

���人

�	���人

���人

���人


��人

���人

�	�����	���人合 計
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���石川友紀監修『日系移民資料集第 �期�南米編第 �巻』日本図書センター、����年、��頁

���石川友紀監修『移民の世紀』地球文化アーカイブ資料、沖縄県立博物館、�－�

���同上資料、�－�より
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